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背景：現代の運動実施状況

運動習慣がある人の割合
◉男性が33,4%、女性が25,1% (厚生労働省, 2019)



背景：現代の運動実施状況
運動習慣の改善する意思について
◉「関心はあるが、改善する意思はない」男性23.9%、女性26.3% (厚生労働省, 2019)

実施者の生活様式や能力に合わせ、
無理なく続けることができる運動の実施の必要性



背景：一般体操の有用性
・「競技をしないすべての体操」のことを示す。
・ 健康的な体を維持することや、動くこと自体を楽しむこと、交友関係を広げることを目的とする。
(一般体操教本, 2021)

自己理解が深まることで、
よりよい運動実施の実現が期待できる可能性



背景：一般体操の有用性

特性 説明
(1)実施の簡易性 いつでも、どこでも、誰でも、また、誰とでも、手軽に実施できる。
(2)運動の可変性 ねらいに応じて運動を変化させたり、発展させて活用することができる。

(3)実施者の個別性 個人の体力・技能（動きの能力）・年齢に応じて運動の行い方や構成の仕方を調節できる。

(4)運動選択の自由性 ルールに制約されずに手具や器具を使ったり、手具なしやパートナーと協力して運動選択
が自由にできる。

(5)動きの創造性 からだや動きの可能性を考え、いろいろな動きを創り出したり、組み合わせたりすること
ができる。

(6)実施者の計画性 個人やグループのねらいに合った体操を計画的に創ったり、また計画的に練習することが
できる。

一般体操は、性別や年齢を問わず、
誰もが無理なく運動を継続できる可能性



背景：指導者の現状

・体操競技 2,095人

・新体操競技 1,950人
・一般体操 107人

(日本体操協会,R3登録人口集計表)

一般体操の指導者が少ない

指導者数



背景：先行研究

運動方法・内容

(ロバート, 1975) (菊池, 2012)



背景：先行研究

指導の理念

・コーチ育成のためのモデル・コア・カリキュラム(日本スポーツ協会, 2015)

競技性を有さない体操領域の指導者の
理念に焦点を当てた研究は見当たらない

・「スポーツ指導のあり方を問うだけでは、それに適うだけのスポーツ指導を実現することは
難しく、指導者の内面を汲み取る必要性がある」 (森田ら, 2021)

一般体操の普及・発展の際の
問題となる可能性



背景：先行研究

指導の困難さを明らかにすることで
より実践的な知見を得られる可能性

・競技スポーツにおける困難さ
高校野球指導者(森田ら, 2021)
プロ選手や国際大会出場するような選手の指導(Thelwell et al,、 2008)

・学校教育における困難さ
運動部活動における指導の困難さ(中澤, 2011)
体つくり運動の指導(深谷ら, 2016) 

指導の困難さ



背景：先行研究

指導の困難さ指導の理念運動方法・内容



研究目的

一般体操における指導の質向上に寄与するため、
一般体操の指導における理念と、困難さについての
要因を明らかにし、その構造を示すことで、一般体操の
指導を充実させるための基礎的知見を得ること。



研究方法

半構造化インタビュー（個人面接形式）
対面またはビデオ電話ツールを使用
約30分から１時間
ICレコーダーで録音

研究対象者 年齢層 性別 指導歴

A 60歳代 男性 42年

B 50歳代 女性 32年

C 40歳代 女性 20年

対象者

方 法

一般体操の指導歴が20年以上であり、加えて、
幼児から高齢者まで様々な参加者への指導の経験を有する者。



分析方法

インタビュー調査

インタビュー内容の逐語録の作成

テクストの分析
佐藤（2008）及び太田(2019)の質的データ分析法を参考に、指導における理念と困難さに関する語りを
抽出し、カテゴリーを生成した。分析ツールは質的データ分析ソフトウェアのMAXQDAを用いた。

質問内容
(1)一般体操指導において大切にしていること
(2)指導当初(指導歴0~３年未満)一般体操の指導において困難さを感じたこと。
(3)現在、一般体操の指導で困難さを感じていること。



テクスト分析

＜下位コード＞
動くこと自体を楽しむ

出来不出来にこだらわない
出来ないことを楽しむ

・
・
・

＜上位コード＞
楽しさの重視

運動する心地よさ
楽しさ
・
・

【カテゴリー】
動くこと自体の楽しさ

A氏のテクスト分析



結果：A氏の理念形成における要因

７つのカテゴリーが生成。
※()内の数値は、語りの件数を示している。

：指導者のねらい

：指導前の経験・知識



結果：A氏の理念形成における関係図

【】：カテゴリー
＜＞：上位コード

：関係性

指導前の経験・知識

指導者のねらい



結果：B氏の理念形成における要因

６つのカテゴリーが生成。
※()内の数値は、語りの件数を示している。

：指導者のねらい

：指導前の経験・知識



結果：B氏の理念形成における関係図

【】：カテゴリー
＜＞：上位コード

：関係性

指導前の経験・知識

指導者のねらい



結果：C氏の理念形成における要因

6つのカテゴリーが生成。
※()内の数値は、語りの件数を示している。

：指導者のねらい

：指導前の経験・知識



結果：C氏の理念形成における関係図

【】：カテゴリー
＜＞：上位コード

：関係性

指導前の経験・知識

指導者のねらい



考察：3名に共通したカテゴリー

A氏 B氏 C氏



考察：3名に共通したカテゴリー

【参加者理解】
→指導者は、参加者理解によって、指導における実施内容やねらいの方向性を定めている。



考察：3名に共通したカテゴリー

A氏 B氏 C氏



考察：3名に共通したカテゴリー

【参加者理解】
→指導者は、参加者理解によって、指導における実施内容やねらいの方向性を定めている。

【指導経験】
→実際の指導における＜継続的な関わり＞や＜指導の失敗経験＞による学びが、各指導者の
考えを構築している。



考察：3名に共通したカテゴリー

A氏 B氏 C氏



考察：3名に共通したカテゴリー

【参加者理解】
→指導者は、参加者理解によって、指導における実施内容やねらいの方向性を見定め

【指導経験】
→実際の指導における＜継続的な関わり＞や＜指導の失敗経験＞による学びが、各指導者の
考えを構築

【手具の活用】
→運動を行うことに対する必然的な意味、「恥ずかしさを感じさせない」指導

共通したカテゴリーが指導理念における形成要因において重要である可能性



考察：各指導が重要視するねらい

A氏 B氏 C氏(8件) (21件) (７件)

（15件)

（9件) （11件)



考察：各指導が重要視するねらい

A氏 B氏 C氏

【社会的背景】(8件)
【動くことの楽しさ】(15件)

【参加者理解】(21件)
【新たな身体感覚の獲得】】(９件)

【参加者理解】(７件)
【領域特性の認知】(11件)

指導者自身の経験の違いや、対象としている参加者の違いによって
重要視するねらいに異なりが見られる可能性

◉社会体育 ◉一般学生 ◉指導者を目指す学生



結果：困難さの要因

A氏 7つの上位コード B氏 ５つの上位コード C氏 ３つの上位コード



考察：3名に共通した困難さ

A氏 困難さ(15) B氏 困難さ(8) C氏 困難さ(5)

対象者によって運動内容やねらいが変化するため
実態が掴みにくく、自身の知識不足を感じやすい



考察：困難さの要因

A氏 困難さ(15) B氏 困難さ(8) C氏 困難さ(5)



考察：困難さの要因

参加者との関わり(A氏とB氏)

動くことを強制せず、参加者の主体性を引き出すことの困難さ

＜強制しない＞
＜競争しない＞

＜運動への動機付け＞
＜新たな気づきの促進＞



考察：困難さの要因

A氏 困難さ(15) B氏 困難さ(8) C氏 困難さ(5)



考察：困難さの要因・ねらいの設定

指導者の
思い

参加者の
状況 教室環境 社会的

状況

ねらいの設定には多様な要因が絡むことによる
困難さが生じる可能性

ねらいの設定(A氏とC氏)



まとめ：本研究から得られた示唆

指導の困難さ

◉共通点
【参加者との関わり】
【ねらいの設定】

指導の理念

◉共通点
【参加者理解】
【指導経験】
【手具の活用】

◉独自性

一般体操の指導者は、共通項の多いカテゴリーから
学ぶことで指導を充実できる可能性



今後の課題

指導歴 性別

指導環境 運動経験

・熟練化の段階によって課題が異なる(楠見, 2014)
・指導当初と現在の困難さの違い 研究対象者を広げて調査を行う
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